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( 6 月 25 日 ）
司 ミJ
平成9年度科学研究費補助金の交付決定
このたび， 平 成 9 年 度 科 学研 究 費 補 助 金 の 交付が決定しました。
本学 に おける 研 究種目 ごとの決定件数 ・ 金額等は， 以下の 表のとおりです。
研 究種 目 新規申請件数 交付決定件数 交 付 決 定額 新規採択率（%） 平 成 8 年 度
平 成 8 年 度
交付決定件数 交 付 決 定額
千円 千円
重点領域研究（1) 1 1,400 
重点領域研究（2) 29 6 12,000 20.7 7 15,000 
基 盤研 究（A)(l) 1 1 ( 1) 4,100 。 2 ( 1) 11,000 
基 盤研 究（A)(2) 1 。 。 。 。 。
基 盤研 究（B)(l) 1 。 。 。 。 。
基 盤研 究（8)(2) 37 8 ( 4) 23,300 10.8 6 ( 4) 11,200 
基 盤研 究（C)(l) 4 。 。 。 。 。
基 盤研 究（C)(2) 116 41 (17) 52,400 20.7 33 (15) 33,700 
務芽的研 究 21 4 5,700 19.0 1,800 
奨励研 究（A) 6 5 18 23,300 27.7 21 20,800 
国 際 学 術 研 究 8 2 ( 1) 6,000 12.5 2 ( 2) 9,000 
計 283 80 (23) 126,800 20.5 73 (22) 103,900 
注1 . 平 成 9 年 度から， 継続課題は原則として申請が不要となっ た。
2. 「交付決定件数J欄の（ ） 内は， 継続課題の採択件数を内数で示す 。
平成9年度科学研究費補助金交付決定者一覧
研 究 代 表 者 交付決定額 配 分 予 定 額
研 究種 目 研 究 5果 題
所 属 職 氏 名 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度




研 究 代 表 者
研 究種目
所 属 職 氏 名
重点領域研究（2) 工学部 教 授 北野 博巳
，， 理学部 教 授 楼井 醇児
イシ 工学部 教 授 吉村 敏章
，， 工 学 部 教 授 北野 博巳
，， 理学部 助教授 若杉 達也
基盤研究（AXll 理学部 教 授 小島 覚
基盤研究（BX2l 理学部 助教授 金森 寛
，， 理学 部 助教授 川本 恵一
，， 理学部 教 授 尾島 十郎
水素同位体
。 機能研究セ 教 授 松山 政 夫
ンター
，， 人文学部 教 授 中i可 伸俊
。 工学部 教 授 佐々木 和男
，， 教育学部 教 授 山極 隆
’， 理学部 教 授 高木 光司郎
基盤研究（CX2l 人文学部 教 授 藤 本 幸 夫
，， 人文学部 助教授 筒井 洋一
’， 工学部 教 授 坂井 純一
’， 教育学部 助教授 渡主豊
’， 経済学部 教 授 小倉 和l丸
’， 狸学部 助教授 栗本 1孟
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交付決定額 配 分 予 定 額
平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度
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研 究 代 表 者
研 究種 目
所 属 職 氏 名
基盤研究（CX21 理学部 助教授 酒井 英男
’， 教育 学部 助教授 鼓 みどり
，， 理学部 教 授 川崎 一朗
，， 理学部 教 授 氏家 治
’， 工学部 教 授 黒田 重靖
。 工学部 教 授 佐治 重興
’， 工学 部 助教授 伊藤 研策
ゐ 工学部 助教授 磯 部 正治
，， 経済学部 助教授 西村 秀二
。 教育 学部 助教授 田上 善夫
dシ 教育 学部 教 授 黒柳 晴夫
，， 人文 学部 教 授 東田 雅博
今 経済学部 教 授 八木 保夫
。 経済学部 教 授 小原 久治
’， 工学 部 助教授 江上 繁樹
ぞシ 教育 学部 助教授 岡安 隆
。 理学部 教 授 久保 文 夫
’， 理学部 助教授 池田 栄雄
ク 理学部 教 授 石川 義和
’， 工学部 助教授 小田 晃規
,, 理学部 助教授 笠原 一世
’a 工学 部 教 授 塩I撃 手口章
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交付決定額 配 分 予 定 額
平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度



















2 400 700 
2, 300 500 500 
1,800 1,200 
2, 300 1,100 
1, 100 700 
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研 究 代 表 者
研 究極 目
所 属 職 氏 名
基盤研究（CX2) 工学部 教 授 小泉 邦雄
，， 工 学部 助教授 山本 健市
，， 理学部 助教授 大津 力
，， 理学部 教 授 山田 恭司
’， 教育 学部 助教綬 諸岡 晴美
。 教育 学部 助教授 広瀬
’， 教育 学部 教 授 横山 泰行
，， 教育 学部 教 授 山西 i問一
，， 教育 学部 教 授 室橋 春光
，， 工学部 教 授 村井 忠邦
水素同位体
。 機能研究セ 助教授 告子 衛民
、／'I-
萌芽的 研 究 教育 学部 助教授 i炎川 典子
，， 理学部 教 授 佐竹 i羊
，， 工学部 教 授 岩城 敏博
’d 工学部 教 授 池田 長康
奨励研 究 （A) 人文 学部 講 師 長井 由里
。 人文 学部 助教授 前川 要
。 人文学部 講 師 加藤 重広
。 経済 学部 助教授 大森 義明
,, 教育学部 助教授 市川 文彦














































交付決定額 配 分 予 定 額
平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度
千円 千円 千円 千円
1,200 5 00 
2,5 00 900 
2 5 00 700 
2,3 00 900 
2,900 5 00 
1,200 9 00 5 00 5 00 
5 00 5 00 
1 ,800 1,3 00 
3 ,100 3 00 3 00 
1,800 1,200 5 00 
2,200 700 
800 800 5 00 
2,000 
1 4 00 3 00 
1,5 00 200 200 
1,100 1,000 
1,3 00 1,100 
1,200 600 
800 1,300 
1, 000 7 00 
1,000 4 00 
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研 究 代 表 者 交付決定額 配 分 予 定 額
研 究穫目 研 究 5果 題
所 属 戦 氏 名 平成9年度 平成10年度 平成11 年度 平成12年度
多国間上場企業の自発的会計情報開示行動 千円 千円 千円 千円
奨励研 究 （A) 経済学部 助教授 林 健治
に関する実証研究 700 500 
// 理学 部 助教授 細野 ，買J・ 超弦理論とCalabi-Yau多様体 の退化 1,400 1,000 
，， 理学部 助教授 藤田 安啓 エルゴード的在庫管理問題について 1,200 800 
高温・ 高圧下で金属化 した液体Se-Teの
’， 理学部 助 手 池本 弘之 1,000 1,000 
ホール係数と交流伝導度
新規光学活性チ アザインの合成とその特殊
,, 工学部 助 手 藤井 孝宜 1,800 600 
機能の開拓
生活史戦略理論によるアリ類の社会進化の
。 理学部 助 手 辻 瑞樹 1,900 500 
再検討
温暖化及び生 育 期間の延長が高山植物の成
，， 理学部 助 手 和田 直也 1,500 500 
長特性に及ぼす影響
葉緑体 分裂に関与する遺伝子についての研
’， 理学部 助教授 若林 達也 1,300 700 
究
フレッテイング損傷の発生と極めて早期段
，， 工学部 助 手 岡根 正樹 階でのき裂進展機構の解明に関する基礎的 1 ,600 700 
研究





φ 人文学部 講 師 丹羽 弘一 1,300 800 
する諸問題について
二酸化チ タン光触媒反応を用いた含金属一
。 工学部 助 手 加賀谷重浩 1,800 500 
EDTA錯体廃液の処理
平成9年度科学研究費補助金（国際学術研究）交付決定者一覧
研 究 代 表 者 交付決定額 配 分 予 定 額
区 分 研 究 課 題
所 属 職 氏 名 平成9年度 平成10年度 平成11 年度
在日コリアンの社会的ネットワークと文化 千円 千円 千円
共 同 研 究 経済学部 教 授 飯田 岡IJ史
動態に関する比較社会学的研究 3,500 
アリ社会の共同と対立に携わるコミュニケー
，， 理学部 助 手 辻 瑞樹 2,500 2,300 
ション機構
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異動区 分 発令 年 月 日 氏 名
採 用 9. 7. 1 片山 進
昇 任 9. 6. 13  時津 貢
9 .  7. 1 山下 正 人
。 竹 内 章
ぷシ 中村 克己
，， 飯野 るみ子
今 大 門 聡
配置換 9. 7 .  1 松田 義弘
，， 藤 田 一吉
臨時的任用 9. 6. 24 平野砂都美
音寺 職 9. 6 .  23 大 田 園彦
，， 平野砂都美
退 職 9. 6. 13 小黒 千足













，， 福 島 春代
，， 中 西 義夫
品ム.＜，ザー 報
ゆ［！）［！）�
異 動前 の 所 属 官 職
教 授 工学部
助教授 教育学部 （ 技術教育 ）




人文学部 ・ 理学部用 度係用度 第二主任
人文学部 ・ 理学部用 度係用度第一主任
経済学部会計係会計主任
事務補佐員 （ 経理部経理課 ）
富 山大学長
臨時用務員 （ 経理部経理課作業員 ）
技能補佐員 （ 施設課機械操作手 ）
，， （ 厚生諜調理師）





教務補佐員 （ 人 文学部 ・ 理学部）
事務補佐員 （ ，， 
，， ，， 
，， （ 教育学部 ）




異 動 内 ，合ーで・
技能補佐員 （ 厚生課調理師）
富 山 大学長 （ ～ 13. 6 .  1 2 )  
教 授 教育学部 （ 技術教育 ）
教 授 理 学 部 （ 地球科学科 ）




人 文学部 ・ 理学部用度係用 度主任
経理部経理課管理係 （ ～10. 3 .  31) 
辞 職
，， 
平成 9 年 6 月12 日 限り任期満了により
退職
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異動区分 発令 年 月 日 氏 名 異動前 の 所 属 官 職 異 動 内 n合h・
退 月設 9 .  7 . 1 舘野 洋子 臨時用務員 （ 教育学部作業員 ） 平成 9 年 6月 30 日限り退職
，， 江川 秀子 事務補佐 員 （工学部） ，， 
1井 任 9 . 6 . 8 渡遺 園昭 教 授 （ 水素同位体機能研究セン タ ー） 水素同位体機能研究セン タ ー 長（ ～ 1 . 6. 7 ) 
9 .  6 .  13 時j宰 貢 富 山大学長 評議員 （ ～ 1 3. 6. 12) 
育児休業 9 .  6 .  4 鳥海衣美子 経済学部教務係 育児休業 （ ～ 9 . 1 1 .  28) 
9 .  6. 24 中波 憲子 経理部経理課管理係 ，， （ ～ 1 0 .  3 .  31) 
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今から 6 年前， 平 成 3 年の 6 月， 学長 に 就任 した挨
拶を学報 に載せ る ため， 頭の 中を整理していました。
そ の結果． タイトルは「冬を迎えて」となり， 国 立 大
学が抱え る 問題点とそれ に 対 す る 社 会的批判， そして
私の考えを述べました。 当時の私の想いの 中心は， 国
立大学はこれからも存続す る のか， 富山大学は生き延
び る ことが出来るのかでした。 生き延び る ため に は，
大学のシステム特 に 教育改革が必要であり， それを 実
現す る ため に は， まず教員 の 意識が変わ る ことが 先決
で あ る と の 結論 に達しました。 そ の ため の 第 l投が
「冬を迎えてjでした。
私が学長 に 就任した直 後 ， 平 成 3 年 7 月に 大学 設置
基準の改正が あ り， その 中 に ， いわゆ る 大綱化 と自己
点検評価が 2 つの 大きな柱として｜｜皮立しておりました。
まさ に， 設置基準の上からも教育改革を迫られた の で
す。 当時の 私は， 本 学ではこれらへの 対応は非常に難
しいと考えて お りました。 しかしながら， 大綱化 に 対
しては， 首IJ学長大井先 生がつくって お いて下さった
「大学教育改善検討委員 会Jが精力的 に しかも前向 き
に検討し． 驚くべき短期間で答申を提出されました。
この委員会の 審議に際しては， 委員長， 部会長をはじ
め多く の委員が高い見識と先見性をもって当たられ，
立派な結論を得られました。 さら に， 事務局の積極的
支持も見逃す ことは出 来ません。 またこの 委員会で，
それまで全学的運営や大学 の方針など に あまり関わり
をもたなかった， 中堅あ る いは新進の教員が全力を あ
げて論議し， 審議を進めたことは， 私の 大きな喜びで
した。 当時， 大 学がおかれていた社 会環境や当面す る
事態を理解せず， 私的意見 に 終始し， あ る いは狭い視
野 に立つ学部内事情をあげ． 改革 に保理解であ った一
部 に困惑していた私 に は これらの 教員の存在は一服
の清涼剤でした。 俗な表現ですが 「富 山 大学の 将 来 も
まんざら捨てたもの ではないjというのが率直な感じ
でした。
さてその結果 ， 本 学では全 国 の 国 立 大 学 に 先駆 け て
教育改革を実施できました。 勿論． 完壁は あり得ま せ
んので， さら に 検討改善す る ところが多いことは事 実
です。 しかしながら， 現夜改善す る 点があ る ことを理
由 に ， あ る いは感情的 に 本学の教育改革に異を唱え る
のは当たりません。 振り返って， 当時富 山 大学 が改革
に取り組むのが遅れていたらと思うと， 背筋が寒くな
る ような気がします 。
ところで. 6 年 前 に到来した冬は過ぎたの でしょう
か。 春がく る 筈であった現在ですが， 残念ながらむし
ろ春は遠くなりました。 現況をよく勉強してい る 方は
理解している と思いますが， 少し前， 行革審が 国 立 大
学 地方移管や学校 法 人 化を真剣 に検討していました。
これは国大協で論議され， 私は評議会などでも報告し，
本 学 の 将 来 のため に何をなすべきかを論議してほしい
旨お願いしました。 しかしながら， それから半年 を 経
ないうち に 更 に 事態は変化しました。
その 一つは， 自民党財政改革素案です。 項目を挙げ
ますと， 1 ） 国 立 大 学教員 養 成 課程 の学生定員 を大幅
に減らす. 2 ） 国立大学の事務職 員 数を 1割以上削減
す る ， 3 ） 教員の 給与水準を引き下げ る ， 4 ） 一般会
計から国立学 校 特 別会計への繰り入 れを削減す る ， 5 ) 
授業料等を引き上げ る ， などです。 このうち 1 ） に つ
いては， 既に早急な対応を迫られています。 こ の こと
は， 教育学部だ け の問題でなく． すべて の 学 部が痛み
を分 け あ って対処しなけ ればならない問題だと思いま
す。 以前にも書きましたが， 全体の繁栄が無くてそ の
一部 （ 個 ） の 隆盛はあ りえません。 学 部 の （狭い視野
に立った ） 利益を云々す る 問題ではなく， 富 山 大 学全
体のため に， 全学的 にいか に 対応す る べきかを考え る
必要が あ ります。
さら に， 行政改革会議 の素案は驚博す る 内容です 。
すなわち， 文 部省は独立行政法 人となり， 教員 を含む
すべての 職 員 は， 国家公務員 ではなく， 法 人 の 職 員 に
なります。 また， 予算 ・ 決算は， 企業会計扱いとなり
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ます。 いま， これを読んでいる 教職員の皆さんは ， 以
上の内容をど のよう に 理解される でしょうか。 また，
この素案が実 行された際 に 何がど のよう に な る のか，
よくお 考え下さい。
以上， 国立大学 に とって春は遠い話で， まさ に 氷河
期 以上の環境を迎えてい る よう に思われます。 しかし，
こ こで嘆くだけでは何も改善されませんし， 事態は好
転しません。 なすべき ことは， 「我々は将来 に備えて，
今何をなすべきか」を真剣 に 考え， 論議し， 結論を得
たら， 不動 の決意をもって実行 す る ことです。 地 域 に
根ざし社会との連携を深め る こと， 入試を抜本的 に 改
善す る こと ， 留 学生 （ 短期 も含め ） 対応を進める こと，
外 部からの 研 究費を増やす こと， 教育を （過去 の 実体
報 第390号
や慣行 にとらわれないで ） 改善ーす る こと． 教員 採用 に
際し教育 評価をす る こと， などなど． 考えられ る 事柄
は数多くあります。 こ こで強調致しますが， 社 会が変
わり， 政府の方針が変わり， そして， 学生が変わって
きたのですから， 我々も変わらなけ れば， 大 学 に未来
はありません。 どのように変わらなければならないか，
あらゆ る 知恵を絞って下さる ことを希望いたします。
本 来 ， 在任 中 の諸々 についてお礼を述べ る べき処 ，
愉快でない ことばかり書きました ことを， お許し下さ
い。 流れてきた私を拾い育てて下さった富 山 大学は，
私の「ふ る さと」に なりました。 「さらば故郷よ栄え
あ れ」が， 今その 地を去 る 私 の心境です。
学 長 就任に当た っ て
学長 時津 貢
このたび． 小黒千足前学長が任期満了 に より退 任 さ
れ． 新た に 学 長候補者として選 出され． 去 る 6 月1 3 日
文 部省 に おいて， 文 部大臣から学 長 の 辞令 をお 受 け し
たと ころです。
私儀学長の大役 を仰せっかり， これからの 本学 の 発
展 に 向けての重い責任を痛感しております。 全学 の 教
職員の皆様克の絶大 な る ご協力をお願いいたします。
学長就任早々 6 月1 7 日 から東京都内の学士会館 に お
いて， 医！:IT.大学協会 （国大 協 ） 総会， 常置委員 会 並 び
に国立 大学長会議が開催されました。 この 3 日 間 に わ
た る 審議状況を報告し， 富 山 大学 の果たすべき今 後 の
課題等も含めて， 就任 の挨拶とさせていただきます。
まず， 学 長会議 に お け る 文部大臣の挨拶は以下の 6
I民同
1 教育改革 （ 人 材 の 養 成 ） ， 2 国立 大 学 の在り方
（財政構造改革 ） . 3 オ ープ ン で責任 あ る 大 学 運 営
（ 主として外部 評価の取組み ） 4 大学改革 （ 主とし
て教員の 任 期 制 ） . 5 学術研 究 の 振興 （ 科 学 技 術 創
造立国を目指して ） . 6 就職問題 （ 就職指導の 充 実 ）
等 の諸問題 について当面の 所 見が述べられ， 各国立大
学は社会 の 期 待 に こたえ， より活 発 に 充実した教 育 研
究活動が展開し得る よう 一層尽力されたいとの 協力
要請がありました。
1 . 教育改革について
「21 世 紀を展望した我が国 の教育 の在り方について」
は， 中央教育審議会から 5 月30 日 審議のまとめ （ そ の
こ ） として公 表されました。 これを受けて国大協では，
「一 人一人 の能力 ・ 適性 に 応じ た教育 の 必要性と基本
的な考え方Jとして 5 項目を提示し， 主として国際化，
情報化， 科学技術 の 発展． 高齢化や少子化など 社 会 の
変化 に 適切 に 対応し， 個性的な 人材や創造的な人 材 の




本学では， すで に平成 5 年度から 4 年一貫教育 を 実
施し， カリキュラム改革 に よ る 教養教育授業案 内 （シ
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ラ パ ス ）を作 成し， 教養教育科目の中 に 学際的 ・ 総合
的科目や小 人 数制セミナーを導 入 す る などの 工夫をし
ています。 今後の諜題は 外 国 語及び保健体育 の 小 人
数教育 に 関 す る 教官 の 負 担増に 工夫が必要とされてい
ます。
また， 専 門 教育 については， 1 年 次より専 門 基礎科
目や専 門 授 業 科目のシ ラ パ ス を導 入 す る など， きめ細
かな授業 体系で実 施していますが， さら に 学生 に よ る
授 業 評価も含めた点検評価によって， その問題点を改
善していく方向で， 努力す る 必要があ ります。
次 に創造的な人 材養 成 については， 科学技術 立 国 と
して発展してきた我が国が， 今後さら に 先導性 ・ 独創
性を発出し， 国際社 会 に貢献していくため に 期待され
ています。 こ の ため に 創造性豊かな理工 系 人材の 育 成
が課題となっています。 本学では， 平 成 10年 度 開 設を
目標 に基礎科 学と応用 科学を融合した教育研究体制で，
高度な専 門 職 業 人を養 成 す る 理工学研究科博士課程 の
創設を理学 部と工学部で準備 委 員 会を設置し， ご検討
いただき， 文部省に概算要求を行ったところです。
ー方， 工学部では平 成 9 年度に 学部改組を実施す る
と共に ， 「物づくり体験学 習Jを含めた カリキュ ラ ム
を導入し， 入試の多様化 に よ る 専 門高校卒業生を 中 心
とした， グループ別創造性教育を推進しています。
次 に 入試改革 については． 今後 の 入 学 者 の 選抜方法
はペーパーテスト に よ る 学力試験の他， 自ら学び， 自
ら考え る カ に 対す る 評価や多様な個性への対応 に 注目
した改善が望まれてお ります。 今後， 本 学 入 学試験 委
員会等で検討を進めていきたいと考えてお ります。
2 . 国立大学の在り方をめぐ る 諸問題
本題 については， 現在二つの改革が進められていま
す 。 その一つは「行政改革J， 二つ目は「財政構造改
革jで あ ります。
行政改革会議は， 平 成 8 年 11月 に 発足し， 本 年 1 1月
に凶の 行政機関の 再編 及び統合の 大枠がまとめられ，
平 成 10年 1月の 通 常 国 会 に 法 案を提出す る こととされ
ています。 特 に 国 立 大 学 については． 独立機 関 化又は
地方移管， 民営化 についての 検討が対象とされていま
す。
「財政構造改革」 については， 先日「財政構造改革
の推進についてjが決定されました。 特 に国立 大学に
おいては， 事務組織の一元化や定員の 削j成などが あ り
ます。
事務組織 に ついては， 第 9 次定削実施 に織り込み つ
つ， さら に合煙化 によ る 300 人 の 削減を.L乗せ す る こ
幸日 第 390号
と に より約3,000 人 程度の 削減を凶り， 事 務 職 員全体
の約 1割を削減す る とされています。 また国立大学の
入学定員 の縮減 に ついては， 教員 養成課程 の 入 学 定員
を教員 の需給状況とその規模の適正 化 等 近年 の児童生
徒数の減少を勘案しながら ， さら に 5,000 人 程度 の 大
幅な削減を図 り， ピ ー ク時の 2 分 の l規模に 縮減 す る
とされています。 また， その他の 学部 の 入 学定 員 に つ
いても18 歳入口の減 少期jを迎え， 約5, 600 人 の 臨 時 定
員を平 成 1 2年まで に 全廃す る とされています。
以上のような二つの改革について国 大協では， 「 国
立大学 の在り方と使命 に閲す る 特別 委員会j に お いて
「報告書Jをまとめ， 慎重審議 の 結果を「要望書」と
して， 文 部大臣並び に 行政改革会議 に提出 す る こと に
なりました。 ま た ． 文部省としても我が 国 の 高 度な学
術研究及び人材養 成 に果す 国 立 大 学 の 重要な役割を踏
まえ， これらの改革に 対処していく所存で あ る と言わ
れています。 この重要さを深刻 に受け止め， 国 立 富 山
大学 の位置づ けと必要ー性を「外部 評価」 に よって， 広
く認識され る ような体制づくりが望まれます。 現在検
討が進められてい る 人 文 ・ 社 会科学系研 究 科 博 士 課 程
の 設置 に よ る 高度な教育研究体制づくりや， 環日 本 海
地域に お け る 交流促進， 環境問題， 経 済発展をねらい
とす る 研 究セ ン ターの 設置等地域社会 の 発展 に 貢献で
き る ような施策を早急に構ずべきであ る と考えて お り
ます。 また， このたび「国立学校設置法」 の 改 正 に よ
り． これまで法律で規定されてきた学部 の名称等 は政
令で定め る こととされ， 閣議決定の必要がなくなり．
より柔軟で弾力的な組織編 成もでき る よう に なったと
ころで あ ります。
3 . オ ープンで責任 あ る 大学運営
本題は， さきの 国 大協でも審議されていましたが，
今回， さら に 文 部大臣からも要請されています。 内 容
は教育改革を進め る 上で広く「外 部評価され る 資料」
として， 大学と社会と の問での 情報交換 （ 透明 化 ） を
積極的に取組んでほしいという内容で あ ります。 例え
ば教育研究の 発展と質の 向 上のため に 大学 に ふさわし
い客観的な評価を行い， さら に その結果を活用 す る 仕
組み についての対応が求められています。 本学では，
大 学 開 放事業「夢大 学in TOYAMAJ の諸行事 に お
いて． すで に 実施されてい る ところであ ります。
4 . 大学改革
我が国 の将来を支え る 人材の養 成と学 術 の 振興を担
う大学 の 役割は， 近年ますます 重要となっています 。
国 立 大学 に お け る 教育研 究 の 高度化は， 学 術研 究 の 推
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進と研究者 の 養 成 ・ 健保に役 立ち， その 成果は今 日 の
富 山県産業の 発展経緯からしても明白な事 実でありま
す 。しかし， 最 近は産業 の 空洞化が目立ち， 基礎科 学
と応用 科学を融合した学問体系 や豊かな生活や人づく
り， そして地球環境問題が提示されています。そ こで，
このような現状を厳しく見直し， 改革：を不断 に 実行す
る 決意が必須とされています 。最 近の我が国 の 学 生 の
在籍数を地域配置別 に み る と， 私立大学の 学生は三大
都市圏に 約 8割が集 中， 国 立 大 学 の 学生は三大都市圏
以外 の 地域 に 6割以上在学しています 。また， そ の う
ち大 学117t の 学生 に 注目すれば 6割以上が 国立大学 に在
籍し， 高度な学術研 究 の 推進 に果す 国立大 学 の役割は
大きいと言えます。
近年， 大学をより個性豊かで活力あ る も の に す る た
め， す で に 平成 3 年 「 大学設置基準Jが大綱化され，
大学改革が進められています 。また， 教育 研 究 の 活 性
化を凶る ため， 教員の 流 動性を高める 「選択的任期ililJ」
を定めた 「 大 学 の 教員 等 の 任 期 に関す る 法律Jが 先般
成 立しました。 この 法律 内容について， 国 大協では長
時聞か けて審議しました。法律はすでに 通ったので基
本的に は賛成だがどのような問題が起 こ る か。 これか
らどうすればよいのか。 慎重に 議論すべきだ。待遇改
善問題。研 究が中断しないか， 各大学で検討してもらっ
て， あ る 程度検討が進んでい る 状態で国大協が考え る
べきだ等々種々の 論議がなされました。 そ の 結果，
「早急に 各大学 で対応、して検討していくべきで あ ろ
う。 」という意見が大半を占めました。また， 学 長 会
議では文部大臣は 「 この 法律 に 基づいて任期制を導入
す る か否かを判断す る のは 各大学自身ですが， 各 大 学
におかれては， 教員 の 流動性を高 め る 方策 の ーっとし
幸日 第 390号
て， 任期制 についてその趣 旨が生かされ る よう， 十分
な検討をお 願いいたします。」と の 挨拶がありました。
富山大学として， 今 後どのよう に 対応す る かは大学運
営組織のルール に のって， 慎重 に論議したいと考えて
います。
5. 学術研 究 の 振興
我が国は21 世紀 に 向 けて「科学技術創造立 国jを目
指し， 科学技術を積極的 に 振興す る ため， 独創的な 先
端的な研 究や学術研 究環境 の 整 備を推進していく必要
があります。本学 に おいては， 以下の 推進を大 学 の 責
務と考えています。
( 1) 高 度な教育 研 究
(2) 独自lj的な研 究開発
(3) 新しい分野の人材養成
(4) 学術研 究 の 社 会的協力と連携
以上の 4項目 にわた る 学生への 創造I生教育 に より特色
あ る 学術研究を展開され る よう教官各位に お願いす る
次第であります。
他方， 研 究費の不足， 研 究 施設 ・ 設備 の 老朽化 ・ 陳
腐化など学術研 究環境の 整 備が各学部から指摘されて
います。今 後， ー層努力す る 所存であ ります。
以上， 当面の 諸問題 についての所見を述べさせてい
ただきました。 これら の 諸問題については， 大 学 は 勿
論， 自らのため に も 各自が考え， 対策を練り， 解決 策
を得て， 大学 の 繁栄のため に 実行されなければなりま
せん。平成1 1年に富山大 学創立 50周年を迎えま す 。 21
世紀への 新たな変革とな る よう に 富山大学の 教職員が
力を合わせ， 積極的 に 問題に取組み， 絶えずプラス指




j孔巻紀彦水素阿佐体機能研究セン ター長 の 任期が， 平
成 9 1ト 6月7日で満了す る こと に 伴い， 水素同位体機能




平 成 9 年 6 月8 日 から 2 年問。
渡造教授は， 昭和 39年 3 月室蘭工 業 大学工業 化 学 科 を
卒業， 同4 3年 3 月北 海道大学大学院工学研 究科 修 士課程
を修 了 後， 同年 4 月北 海道大学工学 部助手に採用となり，
問 51年 4月間助教授， 同 55年 5 月寓山大学トリチウム科
平 成 9 年 7 月 発 行 品以．十
学セ ン タ ー 教民 ， 平 成 2 年 4 月 間理学 部教授， 同 年 6 月
iaJ 水 一葉 同 位体機能研究セ ン ター 教授となり， 現在 に 至 っ
ています。
専 門は水素 同 位体科学。工学博士 （ 北 海道大学 ） 。
北 海道出 身
（ 就任 の抱負 ）
水素阿 佐体機 能 研 究セ ン ター は． 平 成 2 年 度 に ｜日トリ
チウム 科学セ ン ター の 発展的改組 に 伴い設置された学内
共 同 教育 研 究 施 設 で ， 核 融 合 炉 の 燃料 で あ る 三 重水 素
（ トリチウム ） と 水素エ ネ ル ギ ー に 関 す る 基礎 及 び 応 用
技術の 研 究 開 発 に 寄 与 す る ことを 目 指しています 。 周 知
の 如 くエ ネ ル ギ ーを初めとす る その他の 公害から地球環
境を保全す る ことが 世 界的な重要課題 に なってお り， 今
秋 開 催される 京 都 サミ ッ ト に おいてもその 中心 テ ー マ に
報 第 390号
取り上げられています。核融合炉も水素エ ネ ル ギ ー シ ス
テ ム もそ の 一 つ の 有力な解決策として大きな注 目 を集 め
て お ります。
当 セ ン タ ー は， これまで に関係 各位の ご支援と協力を
得て， 多くの 成 果を上げ る ことができ， 平 成 7 年 度 に は
定員 及 び設 備 の 双 方からの強化 ・ 整 備が行われました。
さら に ， 現在全 国 規模で進められつ つ あ る COEあ る いは
ネ ッ ト ワ ー ク構想の もと に． 学内はもとより学外共 同 利
用 並 び に 国 際協力 に 対しでもしか る べき役割を担うこ と
が期待されています。その 期待 に こ たえ る と共 に ， 富 山
大学 に お け る 「特徴 あ る 大学j 作りの一翼を担うべく ，
教職 員 一 同 一層の 努力と研鎖をす る 所存 で す の で ， 従 来
に もまして関係 各位のご支援とご協力をお 願いす る 次 第
で す。
小黒前学長に名 誉教授の 称号授与
平 成 9 年 6 月1 2 日 限り任 期 満了 により退 職されました
前 富 山 大学長 小 黒 千足氏 に 対し， 平 成 9 年 6 月20 日 付 け
で 富 山 大 学 名 誉 教授 の 称号 の授与が決ーまり， 去 る 6 月27
日 （ 金 ） に 時 浮 学 長から称号記が授与されました。
名 誉教授 小 黒 千 足
北 海道大学 理学 部動物学科卒業
埋学博士
小 黒 千 足前学長は， 昭和 28年 3 月 北 海道大学理 学 部 動
物 学 科を卒業 後 ， 同 大 学 大学院理学研究科 （ 修 士課 程 ）
に 進学， 同 29年 8 月間研 究科を退学し， 同 年 同 月 北 海 道
大学理学 部 助 手 に採用されました。同 41 年 4 月 富 山 大 学
文理学 部 助 手 ， ｜五1 43年 4 月 間 大学 文 理学 部助教授 ， 同 49
年 7 月 同 大学 文 理学部教授 ， 同 52年 5 月文理学 部改組 に
伴い 同 大学 理 学 部教授となり， 同 54年 5 月から 同 62年 3
月 ま で 富 山 大 学 評 議 員 ， 同62年 4 月から平 成 3 年 3 月ま
で 富 山 大 学理学部 長 ， 昭 和 62年 4 月か ら 平 成 2 年 3 月ま
で 富 山大学トリチウム 科学セ ン ター 長， 同 2 年 6 月から
Iii] 3 年 6 Jcj まで 富 山 大 学 水 素 同 位体機能研究セ ン ター 長
を 併 任されました。そ の 後 ， 同 3 年 6 月 富 山 大学 長 に 昇
任し， ！日1 9 年 6 月1 2 日 限り任 期 i前 了 に よ り退職されまし
た。
こ の 間 ， ｜司 人 は42年有 余 の 永 き にわたって， 人格清廉，
iMd与 にして 識 見 高く， た ぐいまれなる 教育 者 ， 研 究 者 と
企 時運学長 か ら 称号 記 を 綬 与 さ れ る 小黒 前学長 （左）
して学生の教育と大学 の 管 理運営 に 努められました。
特 に ， 管 理運営面で の 同 人は， 大学教育 の 高 度 化 ・ 多
様化が求められ， 新制大学発足以来 最 大規模の 大 学 改革
が進む 中 ， 他大 学 に 先 駆けて教育改革 に取り組み ， 教 養
音I）を廃止して一般教育 課程と専 門教育課程を融 合した 4
年 一貰教育体制を実 施， また， 大学院工学研究科博 士 課
程 ， 教育 学研究 科 修 士 課程 の 設 置 等 大学 院 の 整 備 充 実 に
尽俸したほか ， 高 度 情 報 化， 地域に 聞かれた大学を目指
して総合情報処 理セ ン ター 及び生涯学習教育研究セ ン ター
の 設置 に 尽力す る 等， 大 学 の 整 備 充 実 に努められました。
施設面 では． 経済学 部校舎， 工学 部電子情報 工 学 科 及
び化学生 物 工 学 科 の 実験研究棟， 教育 学 部 附属 中 学 校 情
報教育棟 の 新 築 及び1;1t属 図 書館， 地域共 同 研 究セ ン タ ー
の増改築など， 教育 研 究 の 環境 整 備 に 努められました。
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さら に ， 国 際 化 に も 積極的に 対応し， マ レイ シ ア 工 科
大学との 大学問学術交流 協 定 の 締結， イ ル クー ツ ク 国 立
u語総 合 大学 英 語学 部（ ロ シ ア 連邦 ） と 人 文 学 部 ， 江 原
大学 校経 営大学 （ 韓 国 ） と経済学 部な ど 4 大学と の 学 部
間 学 術 交 流 協 定 の 締 結等 国 際 学 術 交 流 の 飛躍的な発展 に
寄 与 す る ととも に ， 急増す る 留 学生を支援 す る ため留 学
生相談室を開 設す る な ど学内施設 の充実 に も尽力されま
した。
また， 教育 ・ 研 究面に お いては， 7kき に わたって動 物
形態学 及 び実験形態学 に 関 す る 特色 あ る 講義を担当し，
厳絡な中 に も 人 間 味 あ ふ れ る 指導で， 幾多の 有 為 な 研 究
者 ・ 教育 者 等を育 成 す る ととも に ， 研 究者としても ， 常
に独制性 ・ 論斑性を尊び， 下等 脊 椎 動 物 の 電解質 代 議Iを
テ ー マ として数多く の 業績を残されました。 特 に ， 血清
Caの 調 整 機能を比 較内 分 泌 学 的観 点 か ら 研 究 し ， 幾多
の 新しい発 見をしたほか ， ヒ トデ類 の 分類学的研 究を始
めとす る 多く の 動物 の 神 経 分 泌 ， 形態， 発生の 研 究を行
幸E 第390号
い， それら業績は， 日 本 動 物 学 会賞を受賞 す る な ど 高 く
評価され， 斯 界 に 大きな足跡を残しています。
一方， 学 外 に おいては， 日 本動 物 学 会 ， 日 本 動 物 分 類
学 会 ， 日 本比較内分泌 学 会 ， 日 本内 分 泌 学 会 ， 日 本生物
地理学 会 ， American Society of Zoologists, Society for 
Protection of Old Fish ( U .S .A ) , International Feder­
ation of Comparative Endocrinological Societies, Asia 
and Oseania Society for Comparative Endocrinology 
等 の 学 会 に 所属し， 日 本動 物 学 会 ， 日 本生物 地理学 会 ，
国 際 比 較内分泌学 会 ， 日 本内 分 泌 学 会， ア ジ ア ・ オ セ ア
ニ ア 比較内分泌学会 ， 国 際 比 較内 分 泌 学 会連合 の 評 議 員
や 日 本動物学会 国 際雑 誌 『Zoological Science.I の 編 集 長
を始め数多く の 要 l械を歴任し， 己主： Wr の 振興 に員 献 す る と
と も に ， 富山県総合開発審 議 会 安 員 ， 富 山 凶 ｜祭セ ン タ 一
理 事 ， 富 山 ��t 高 等教育振興 財 IJI 参 与 等 の 姿職を務め ， 地
域社 会 の教育 ， 科学技術及び産 業の振興に 尽力されまし
た。
小 黒 前 学 長 最 終 講 義
小 黒 前学 長 の 最 終 講 義が去 る 6 月 9 日 （月） 午 後 2 時
30分から黒 田 講 堂 大 ホ ー ルで行われました。
当 日 は， 「系統 分 類 学 の 楽しみJの テ ー マ で ， 今 日 ま
で研 究 に取り組んできた事例を挙げながら分かりやすく
講 義が行われ ， 会 場を埋め尽くした教職 員 ・ 学生は ， 熱
心 に 聴 講していました。
企 最 終 講 義 を 行 う 小黒 前学長
－ 消 防訓練を実施 （教育学部）
教育 学 部では， 火 災 発 生時の 学 部 消 防 隊 の 確 立と教職
員 及 び学 生 の 防 火 思 想、 の 普 及を 図 る ことを 目 的として．
去 る 6 月 1 1 日 （ ;.k） に 消 防 訓 練を実 施しました。
当 日 は， 午後 2 時45分教育学 部 第 1 校 舎 3 階 第 4 講 義
’十・か ら 山 火したとの 想定で， 教職 員 ・ 学 生 の 計 2 5 0 人 が
参加し， 学 部 消 防 隊 消 火 班 によ る 消 火 器 の 集結， 屋内消
- 16 
火栓を使用 す る 消 火活動 ， 避 難 誘 導 等 の 一連の 訓 練を 富
山消 防 署 の 指導のもとに 行いま し た。
引 き続き， 富山消 防 箸 員 か ら 火 災 予 防 の 意義や訓 練結
果の 溝評を受 けた後 ， 実 際 に 消 火器を使 用 した消 火 訓 練
も行い， 教職 員 ・ 学生の 防 災意織 の 高 揚が図られました。
平 成 9 年 7 月発行
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企 屋内 消 火栓 に よ る 消 火 訓 練
報 第390号
A 消 火器 に よ る 消 火 訓 練
平成 9 年度春季国立1 2大学経済学部 ・ 経営学部学部長及 び事 務長会議
平 成9 {j二 度 春 季 ｜副立12大学経済学 部 ・ 経 営学部学 部 長
及び事 務 長 会 議が， 本学経済学部が当 番校となり， 去 る
6 月 5 日 （ 木 ） . 6 日 （ 金 ） の 2 日 間 にわたり 高 志 会 館
を会場として 開 催されました。
こ の 会 議 は， 小 槻 商 科大学， 福 島 大学， 埼 玉 大 学， 横
浜 国 立 大 学， 信 州 大 学， 滋 賀 大学， 和 歌山大学， 山口大
学， 香 川 大 学， 長 崎 大学． 大分大学及び本 学 の 1 2 大 学 1 3
学 音II の 学 部長と事務長が出席し， 終 始 熱心 に 討議が 行 わ
れました。
な お ， 会 議 の 協 議事項等は， 次 の と お りです。
（協 議 事項）
1 . 研 究 科 修 土課程 の 定員充足のため の 取り組み に つ
い て
2 . 大学 改革後 の 修 学状況に つ い て
3 .  J単 位 互換制度の 活用 に つ い て
( :lt合事項 ）
1 . 新制大学創立50周 年記念事業 について
2 . 学 生 に 対して の ケ ア （ 修学 指導） に つ い て
企全体会 議
3 . 在外研究 員 （ 長 期， 短期， 若 手研 究 者 ， 海 外 研 究
開 発 動 向 調査 ） の 選考基準 に つ い て
4 . 就職協定廃 止 に 伴う就職指導及び修学指導面 で の
対応 に つ い て
5 . 外国 人 留 学生の受入れに つ い て
6 . 教官研 究 費 の 配 分方法 に つ い て
7 . 学生の 懲 戒 に つ い て
Q!)��f!)[) 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
第 4 回 実験f云熱流体工学熱力学問： 9 .  6 .  1 
外 国 出 張 lレ ギ 界会議に出席， 研究発表， 資料収
集 9 .  6 .  7 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
熱応力 ’97 国 際会 議 に 出 席 ， 研 究 9 .  6 .  7 
外 国 出 張 工 学 部 教 授 五 嶋 孝 仁 ア メ リ カ 合 衆 国 発表及 び熱応力 に 関 す る 研究打合
せ等 9 .  6 . 17 
熱応力’97 国 際 会 議 に 出 席 ， 研 究 9 .  6 .  7 
，， 助 教授 石 原 外 美 ア メ リ カ 合 衆 国 発表及 びセ ラ ミ ッ ク 疲労 に 関 す る
研究打合せ等 9 .  6 . 16 
第 2 次環東海圏国際学術 シ ン ポ ジ
9 .  6 . 1 1 
経済学部 教 授 中 藤 康 俊 大 韓 民 国
ウ ム 等 に 出 席
9. 6 . 16 
香 港
第 2 回伝熱促進 及 びエ ネ ル ギー 貯 9 .  6 . 13 
工 学 部 教 授 竹 越 栄 俊 蔵 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム に 出 席， 研究
中 華 人 民 共 和 国
発表， 研究打合せ等 9 .  6 .  22 
第52 回 分子分光国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
9 .  6 . 15 
理 学 部 教 授 高 木 光司郎 ア メ リ カ 合 衆 国
に 出席， 研究発表． 研究打合せ
9 .  6 .  27 
第 6 回半導体界面形成 に 関 す る 国 9 .  6 .  20 
工 学 部 教 授 龍 山 智 条 連 i口\.. 王 国 際会議に出席， 研究発表， 研究打
合せ等 9 . 7 . 2 
伸張ー短縮サ イ ク ル運動の疲労 に
9 .  6 .  8 
海 外 研 修 教育学部 助教授 堀 田 朋 基 フ イ ン ラ ン ド
関 す る研究
9 .  6 .  26 
パ ブリ ッ ク アートに 関 す る 打合せ
9 .  6 . 1 1 
，， 教 授 長谷川 総一郎 ア メ リ カ 合 衆 国
及 び資料収集
9 .  6 .  22 
第15回 ア メ リ カペプチ ド討論会 に
9 .  6 . 12 
工 学 部 講 師 小 野 ｛実 ア メ リ カ 合 衆 国
出席， 研究打合せ等
9 .  6 .  26 
JST - NIST ジ ョ イ ン ト シ ン ポ ジ 9 .  6 . 16 
，， 助 教授 伊 藤 研 策 ア メ リ カ 合 衆 国 ウ ム に 出席， 研究発表， 資料収集
等 9 .  7 .  6 
外 国 人 談話分析の定性研究 に 関 す る 学会
9 .  6 .18 
人 文学部 キ T レ ン ・ 7 ェ r- H jレ ト シ ン ガ ポ ー ル
教 師 に 出席
9 .  6 .  28 
国際 ビ ジ ネ ス 学会， ア ジ ア 太平洋
9 .  6 . 18 
経済学部 助教授 岸 本 毒 生 ア メ リ カ 合 衆 国
地域会 議 に 出 席
9 .  6 .  24 
上海市 に お け る バ レーボール ・ イ 9 .  6 . 19 
教育学部 教 授 西 川 友 之 中 華 人 民 共 和 国 ベ ントの普及 及 び経営 に 関 す る 調
査研究 9 .  6 .  23 
モ ス ク ワ市にお け る バ レーボー ル ・ 9 .  6 .  27 
，， ，， ，， ロ ン ア 連 手目 イ ベ ントの普及状況とその経営 に
関 す る 調査研究 9 .  7 .  7 
第14回南 ア ジ、 ア考古学者会議 に出
9 .  6 .  28 
人文学部 教 授 小 谷 ｛中 男 イ タ ア i 席， 資料収集
9 .  7 . 13 
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イ IEEE情報理論 に 関 す る 国 際 シ ン
9 .  6 .  28 
ツ
イ ポ ジ ウ ム に 出 席 ， 研究発表等J、ミ ン
9 .  7 .  8 
昌司）［］）［］｝
〈 住 所 変 更 〉
部 局 名 官 職 氏 名
教 育 、：子三ι 音日 文部事務官 寺 田 明 弘
理 λ一「比 音日 助 教 授 大 藤 茂
工 学 音日 助 手 藤 井 孝 宜





学 生 生 活 協 議 会 文 化 部 会
6 月 2 日 北 陸 地 区 国 立 大 学 人 事 担 当 謀長 会 議 （ 福 井 医 1 2 日 小 黒 学 長 退 任 式
科 大 学 ） 平 成 9 年 度大 学 入 学 者 選抜 ・ 教 務 関 係 事 項 連
2 日 ～ 3 日 国 立 学校 等 施 設担 当 部課 長 会 議 （ 東 京 医 科 歯 絡 協 議 会 （ 大阪 茨 木 市 民 会館 ）
科 大 学 ） 1 3 日 第 2 回 自 己点検評価 委 員 会管理運営専 門 委 員
3 日 第 6 4 回 （ 春 季 ） 国 立 大 学 学 生 部 次 長 協 議 会 ヨbエ、
（ 横 浜 国 立 大 学 ） 放 送 利 用 の 大 学 公 開 講 座 北 陸 地 区 打 合 せ 会 議
4 日 平 成 9 年 度 国 立大学学生部次長 ・ 課長 ・ 高 専 （ 金 沢大学 ）
学 生 課 長 会 議 （ 東 京 医科 歯科大 学 ） 16 日 時津学長就任式
5 日 国 立 大 学 入 学者選抜研究連絡協 議 会 第 18 回 大 平 成 9 年 度学 内 予 算配分方針説明 会
会 （ 九段会館 ） 富 山 地 区 国 立 学校 等 人 事 担 当 課 長 会 議 （ 高 岡
5 目 、 6 日 国 立 学 校 及 び 施 設 等 機 関 等 庶 務 部 課 長 会 議 短 期 大 学 ）
（ 東 京 医科歯科大学 ） 17 日 国 立 大 学 協 会 第 100 回 総 会 （ 学士会館 ）
6 日 平 成 9 年 度 国 立大 学 国 際 交 流 担 当 課長等会 議 平 成 9 年 度 第 l 回 大学 入 試 セ ン タ 一 試験富 山
（ 東 京 医科 歯 科 大 学 ） 県 地 区 連 絡 会 議
9 日 小 黒 学 長 最 終 講 義 平 成 9 年 度 留 学 生 交 流研 究 協 議会 （ 新神 戸 オ
9 日 ～ 13 日 平 成 9 年 度 国 立 学校事務電算 化基幹要 員 A 研 リ エ ン タ ル ホ テ ル ）
修 （ 中 津 J l l 研 修 セ ン タ ー 岐阜 県 ） 19 日 国 立 大 学 長 会 議 （ 学士 会館 ）
1 0 日 第 2 回 自 己点検評価 委 員 会 研究活動 等 専 門 委 20 日 国 立 大 学 協 会 第67回 事務 連 絡 会 議 （学士会館 ）
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23 日 国 立 大 学 ・ 国 立 高 等 専 門 学校 リ フ レ ッ シ ュ 教
育 担 当 課長 会 議 （ 東 京医 科歯科大学 ）
25 日 北 ｜盗三 県 芸 交 祭 運 営 委 員 会
26 日 平 成 9 年 度 国 立大学 入試担当 課長連絡協 議 会
（ 山 形大学 ）
富 山 県留 学 生 等 交 流推 進 会 議 運営 委 員 会 幹 事
A E 
27 日 第 3 回 教 養 教 育 委 員 会 管 理運営専 門 委 員 会
名 誉 教授称号記授与式
第 2 回 自 己点検評価 委 員 会 教 育 活 動 専 門 委 員
Z』
:z;.\ 
人 文 学 部
6 月 4 日 教授会
教授会 （ 人 事 ）
特 別 昇給 委 員 会
1 1 日 予 算 委 員 会
学 部 入 学 者選抜方法検討委 員 会
1 2 日 学 部 教 務 委 員 会
13 日 学 部 将 来 計 画 委 員 会
16 日 学 部 国 際 交 流 委 員 会
1 7 日 予 算 委 員 会
1 8 日 教授会
教授会 （ 人 事 ）
24 日 学部情報処 理 委 員 会
25 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
予 算 委 員 会
教 育 学 部 1
6 月 2 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
4 日 学 部 教務 委 員 会
教 育 学研 究科 委 員 会
人事教授会
教授会
5 日 附 属 小 学 校 運 動 会
6 日 日 本教 育 大 学 協 会 評 議 員 会 （ K K R ホ テ ル 東
7 日 日 本 教 育 大学 協 会 附属 学校連絡協議会 ・ 分 科
会 並 びに 附属学校連盟校関長 ・ 副校園長総会 ・
校 種 別 部会 ・ 連 盟代議 員 会 （ お 茶 の 水 女 子 大
学 ）
10 日 特 殊教 育 関 係 補 助 金 等事務担 当 者会 議 （ 国 立
報 第390号
教 育 会 館 ）
1 1 日 学 部 入学試験検討 委 員 会
教 育 学 部 消 防 訓 練
附 属 幼稚 園 避 難 訓 練
13 日 附 属 小学校 自 衛 消 防 訓 練
17 日 附 属 中 学校教育研究協議会
1 8 日 学 部 将 来 計画委 員 会
19 日 ～ 20 日 平 成 9 年 度 全 国 国 立 大 学 教 員 養 成 学 部 事 務 長
会議 （ 大分大学 ）
24 日 附 属 中 学校 ・ 事 務 室 自 衛 消 防 訓 練
25 日 教 育 学研 究 科委 員 会 小 委 員 会
学 部 入 学試験検討委 員 会
学 部 教育 実 習 委 員 会
人 事教授会
30 日 学部紀要編 集 委 員 会
経 済 学 部 1
6 月 4 日 経 済学研究科 委 員 会 小 委 員 会
5 日 ～ 6 日 平 成 9 年 度春季 国 立 12大学経済学部 ・ 経 営 学
部学部長 及 び事 務 長 会 議 （ 高志会館 ）
9 日 学 部 入 学 方 法 検討 委 員 会
学 部教 務 委 員 会
1 1 日 人事教授会
経済学研究科 委 員 会
教授会
18 日 学部施設整 備 委 員 会
23 日 学部教 務 委 員 会
25 日 学 部 教務 委 員 会
学 部 入 学 方 法 検 討委 員 会
人事教授会
教授会
27 日 経済学研究科 委 員 会 小 委 員 会
理 学 部 ｜
6 月 4 日 学部就職指導 委 員 会
学 科 長 会 議




17日 学部学生 生 活委 員 会
1 8 日 学 部 防 災 対 策 ・ 安全 委 員 会 （ 仮 称 ）
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地域共同研究セ ン タ ー
理学研究科委 員 会
1 9 日 理 学 部 案 内 編 纂 委 員 会
ガ ラ ス 工作 室 運 営 委 員 会
25 日 学 部 教 務 委 員 会
予 算 委 員 会
工 ふ主－＜.でF
引」
6 月 5 日 ～ 6 日
平 成 9 年 度北 陸信 越 地 区 国立大学工学部長懇
談 会 並 び に 北 陸 信 越 工 学 教 育 協 会 第 1 06 回 理
事 会 及 び第46回 評 議員 会 ， 通常総会 （ 新 潟 大
学 ）
10 日 入 学 試験検討委 員 会
1 1 日 教 授 会
専 任 教授 会
博 士 後 期 課程 委 員 会
12 日 外 国 人 留 学 生 委 員 会
18 日 3 年 次編 入 学試験 （ 推 薦 ）
20 日 学 部 案 内 編 集 委 員 会
軽 金 属 学 会 北 陸 支 部 春 期 講 演 会
24 日 学 部 運 営 委 員 会
25 日 教授会
研 究 科委 員 会
博 士 後 期 課程 委 員 会
3 年 次編 入 学試験 （ 推 薦 ） 合格発表
26 日 ～ 27日 第35回 中 部 圏 国立 大 学 工 学 系 事 務 協 議 会 （ 岐
阜 大 学 ）
附 属 図 書 館
6 月 25 日 ～ 26 日
第44 回 国立大学 図 書 館 協 議 会 総 会 （ 京 都 市 勧
業館 ）
報 第 390号
6 月 4 日 経営者 ・ 研 究 者 交 流 会 第 1 回 実 行 委 員 会
16 日 国 立 大 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 長 会 議 （ 臨 時 ）
（ 東 京 大 学 ）
27 日 先端技術講 演 会
生涯学習教育研究セ ン タ
ー
6 月 13 日 東 海 ・ 北 陸 地 区放送 利 用 の 大 学 公 開 講座 北 陸
地 区打 合 せ 会 議 （ 金沢大学 ）
16 日 ～ 27 日 富 山 大学 公 開 講座 「女性学 男 性学 （ II ) J 
｜ 総合情報処理セ ン タ ー ｜ 
6 月 2 日 第 2 回 企画 運営専 門 委 員 会
20 日 第 13回 国 立大学情報処理 セ ン タ ー 協 議 会 総 会










6 月 4 日 学 生 定 期 健康診断 （ 内 科再検査 ）
1 1 日 学生定期健康診断 （ 耳 鼻科再検査 ）
18 日 学生定期健康診断 （ 眼科再検査 ）
21  






富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山市住吉町 1 丁 目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 附
